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越谷市市民活動支援センター利用案内とアクセスマップ

東武スカイツリーライン越谷駅下車 東口徒歩1分

平
成
２４
年
６
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
公
益
活
動
を

す
る
市
民
や
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

の
ど

活
動
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
で
す

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

越谷市市民活動支援センター

駐車場：東口駐車場（有料）・駐輪場：Aシティ地下（2時間迄無料）

〒343ｰ0816　埼玉県越谷市弥生町16ｰ1
越谷ツインシティBシティ4階、5階
市民活動支援センター TEL.０４８ー９６９ー２７５０ FAX.０４８ー９６９ー２７５１
観光・物産情報コーナー TEL.０４８ー９６９ー１８１９ FAX.０４８ー９６９ー２７５２
中 央 図 書 室 TEL.０４８ー９６９ー１８００
info＠koshigaya-activity-support.info
http://koshigaya-activity-support.info/
市民活動支援センター 午前９時～午後９時３０分
観光・物産情報コーナー 午前９時～午後９時３０分
中 央 図 書 室 午前９時３０分～午後９時３０分
市民活動支援センター １２月２９日～３１日、１月１日～３日
観光・物産情報コーナー １２月２９日～３１日、１月１日～３日
中 央 図 書 室 １２月２９日～３１日、１月１日～４日
※蔵書点検日、休室日別途あります。
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　施
設
・
事
務
所
に
「
な
な
サ
ポ
」
を

置
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か…

。

　年
３
回
発
行
、
本
紙
・
送
料
は
無

料
で
す
。
配
布
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
４
８
ー
９
６
９
ー
２
７
５
０

　本
紙
は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
登
録
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、編
集
・
発
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

交番

Aシティ

駐輪場入口

駐車場
出口
駐車場
出口

駐車場
出口
駐車場
出口

Bシティ

越 谷 駅
東口

北千住→←春日部 北千住→←春日部

駅前交通広場

越

場

口口

連絡
通路

越

4・5階
市民活動

支援センター

配
布
協
力
場
所

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
第
９
回
協
働
フ
ェ
ス
タ
」
と
「
越

谷
葱
王
国
」
の
記
事
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
活
動
団

体
の
活
動
内
容
を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
届
け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
文
字
数
の
中
で
、
ど
ち
ら
も

団
体
の
催
し
も
の
の
紹
介
に
留
ま
り
ま

し
た
が
、
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
市
民
活
動
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ツ

い
想
い
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
活
動
を
知

る
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　  

（
Ａ
Ｔ
）

◆
今
号
で
私
が
な
な
サ
ポ
制
作
に
関
わ

っ
た
の
は
３
号
目
に
な
り
ま
す
。
ど
の

号
を
作
る
際
に
も
様
々
な
山
場
が
あ
り
、

そ
の
度
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
つ
の
も

の
を
作
る
と
い
う
の
は
と
て
つ
も
な
い

量
の
体
力
や
精
神
力
な
ど
色
々
な
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
必
要
と
な
っ
た

力
の
分
だ
け
完
成
し
た
時
の
達
成
感
も

ひ
と
し
お
で
す
。
完
成
品
を
手
に
取
っ

た
時
の
感
動
は
な
な
サ
ポ
編
集
委
員
の

特
権
で
す
。
な
な
サ
ポ
は
い
つ
で
も
編

集
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
な
な
サ
ポ
を
作
る
喜
び
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
　  

（
Ａ
Ｂ
Ｅ
）

、

越谷市市民活動支援センター機関紙

発行元：越谷市市民活動支援センター　〒343ｰ0816  埼玉県越谷市弥生町16ー1 越谷ツインシティBシティ5階　　URL  http://koshigaya-activity-support.info/ 　

ななサ ホななサ ホ
越谷市市民活動支援センターでは7つのサポート（ななサポ）を行っています。
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活動の
拠点

観光・物産
情報の提供

文化の
向上

情報収集と
提供

学習の
支援

市民活動の
相談

交流の場

　FES
2017
　FES
2017
　FES
2017

古
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
浄
山
寺

の
地
蔵
菩
薩
像
も
こ
の
時
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
古
く
、
歴
史
あ
る
地
蔵
菩

薩
が
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
こ
と

は
、
と
て
も
誇
り
高
く
嬉
し
い
限
り

で
す
ね
。

　
越
谷
市
野
島
の
野
島
山
浄
山
寺
の

地
蔵
菩
薩
像
が
、
こ
と
し
８
月
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
23
年
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
地
蔵
菩
薩
像
の
両
脚
が
壊

れ
、
翌
24
年
の
解
体
修
理
の
際
に
専

門
家
の
調
査
が
行
わ
れ
、
平
安
時
代

初
期
に
作
ら
れ
た
県
内
最
古
の
木
彫

り
仏
像
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し

た
そ
う
で
す
。
菩
薩
像
の
御
開
帳

は
、
毎
年
２
月
24
日
と
８
月
24
日
の

午
前
6
時
〜
午
後
６
時
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
と
し
８
月
24
日
、
重

要
文
化
財
指
定
後
初
の
御
開
帳
を
迎

え
ま
し
た
。
地
蔵
菩
薩
の
周
り
に

は
、
強
化
ガ
ラ
ス
が
張
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
本
殿
の
壇
上
に
上
が
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
目
の
前
で
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
は
像
高
約
90
㎝

で
、
カ
ヤ
の
木
を
丸
ご
と
一
本
使
っ

て
彫
り
出
さ
れ
た
一
木
造
（
両
手

先
、
両
足
先
は
別
材
）
で
す
。
ま

た
、
地
蔵
像
の
背
中
に
は
長
方
形
の

穴
が
あ
り
、
修
理
の
記
録
が
書
か
れ

た
お
札
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
野
島
山
浄
山
寺
は
、
９
世
紀
半

ば
、
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
に
よ
っ
て

開
山
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
本
堂
は
文
久
２
年
に
焼

け
た
あ
と
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
か
ら
「
安
産
・
子
授
け
・
子
育

て
」
の
野
島
の
地
蔵
尊
と
し
て
知
ら

れ
、
江
戸
の
湯
島
天
神
で
御
開
帳
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
数
万
人
も
の
参
拝

客
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
本
堂
に
あ
る
奉
納

品
の
中
に
も
そ
の
当
時
の
も
の
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
京
都
・
太
秦
に
あ
る
広
隆
寺
講
堂

の
地
蔵
菩
薩
像
は
９
世
紀
前
半
に
彫

ら
れ
た
も
の
で
、
現
存
す
る
中
で
最

：11

：11

光
観

報
情
産
物

市
内
初
の
重
文
指
定

市
内
初
の
重
文
指
定

▲ご開帳の日の野島山浄山寺本堂

▲地蔵菩薩立像

次回の発行は2月末

市民活動団体用のミーティングテー
ブルが原則予約ナシ・無料で使えま
す。10人位までの小グループにご利
用いただけます。

1

第9回
協働フェスタ
第9回
協働フェスタ
第9回
協働フェスタ

平成29年1月２８日開
催

平成29年1月22日開
催

越 谷 葱 王 国
　煮てよし、焼いてよし、揚げてよし。どんな食
べ方でも美味しさを発揮する「越谷ねぎ」を
キーワードに越谷市を盛り上げようと、当セン
ター登録団体「越谷葱王国」が葱フェス２０１７を
開催します。
　２回目となる今回は、越谷ねぎの販売はもちろ
ん、カメライバー葱によるヒーローショーや、ね
ぎを使った料理の出店の他に、来場者から越谷
ねぎをＰＲする葱大使を選出するなど、ねぎ・ネ
ギ・葱と趣向を凝らしたイベントとなっていま
す。「子どもから大人までねぎを知らない人はい
ないし、様々な料理に応用が利く。出演者にも緑
のものを身に付けていただき、葱フェスをアピー
ルしたい。」と会員の川石さんは言います。
　「葱フェスをきっかけに越谷というまちを知っ
てほしい。」と話す小山代表の言葉には、市内の
商店・企業・団体の連携で、より越谷市を盛り上
げたいという熱い想いが込められています。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
」
が
９
月
11
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
５
回
目
の
今
年
は
市
民
活
動
団

体
や
企
業
な
ど
84
団
体
が
参
加
し
、
約

４
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は

各
団
体
の
展
示
・
出
店
に
よ
り
活
動
内

容
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
越
谷
市
の
特
別
市
民

で
あ
る
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
を
は
じ
め

と
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
達
も
登
場
し
会
場

を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
駅
前
で
は
道
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た

模
擬
店
に
多
く
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
な
か
な
か

地
域
の
活
動
を
知
る
機
会
が
無
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
」
「
皆
さ
ん
楽
し
く
活
動
し
て
い

る
姿
を
見
ま
し
た
。
初
め
て
来
ま
し
た

が
、
来
年
も
ま
た
来
た
い
。」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、
昨
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
多
く
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

や
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
、
太
鼓
演
奏
、
加

え
て
越
ヶ
谷
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
今
年
の
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
は
「
若
い
力
・
地
域
の

力
」
と
「
市
民
活
動
団
体
」
が
一
体
と
な

っ
た
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
更
に
多
く
の
方
に
市
民
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

谷 純一
実行委員長

　実行委員長を引き受けて、数回の実行委員会のなかでお話しし
ましたことは、単にお祭りで終わる事のないようにとの思いの、
以下の３点でした。
① 越谷市市民活動支援センターは、他市町村とは違い市民の手で
 　つくられた事。
② それゆえ、市民にもっと知って頂き、利用度を高めたい。
③ 若い世代の参加を促し、市民活動の活性化をしたい。
　そのためには、多くの参加者が集う事が必須であり、支援セン
ターへの人の導引の計画が必要でありました。
　幸い朝方の雨模様から一転好天に恵まれ、多くの参加者が集
い、スタンプラリーからの支援センターへの参加が昨年より倍増
した結果に繋がりました。
　併せて若い世代のボランティア参加により活気ある、華やいだ
雰囲気になりました。
　これも一重に、高橋越谷市長様、越谷ツインシティ
大野光政代表取締役会長様、大野善典代表取締役社
長様、高藤矤管理組合理事長様等の関係者のご協力
の賜物と存じます。さらに各部門長及び各部門委員
と、事務局間の一糸乱れぬ連携体制が得られました
事が、成功裏に終えられました。本当に有難うござ
いました。

第5回「センターまつり」を終えて第5回「センターまつり」を終えて

Koshigaya葱Fes’2017
【時】平成２９年１月２２日（日）9時～１６時
【場所】越谷市役所東側葛西用水ウッドデッキ

協働フェスタ実行委員会
　まちづくりのあり方について考えようと第９回
協働フェスタが開催されます。市民活動団体の参
加はもちろん、行政や地域コミュニティ団体、企
業も一つの団体として参加します。
　９回目となる今回のテーマは『あなたが主役の
まちづくり』。前回好評だった越谷野菜をふんだ
んに使った「大きなお世話なべ」の販売をはじ
め、親子で楽しめる「きずなスタンプラリー」や、
越谷市出身タレントの小林香菜さんを招いての
地域情報番組の公開収録など、今までにない盛
りだくさんな企画となっています。
　実行委員長の得上さんは、「親子で楽しめる参
加型・体験型の協働フェスタとなっています。い
ろいろな方に来ていただき、皆さま一人一人が
まちづくりに参加していることに気が付いてほ
しい。」と話します。ぜひ、まちづくりの主役の一
人として、この祭典に参加してみてはいかがで
しょうか。

第９回協働フェスタ
【時】平成２９年１月２８日（土）９時３０分～１５時３０分
【場所】越谷市中央市民会館全館及び前庭
【問い合わせ】市民活動支援課℡０４８‐９６３‐９１５３

浄
山
寺
地
蔵
菩
薩
立
像

浄
山
寺
地
蔵
菩
薩
立
像

アカペラ

発表
アカペラ

発表

バルーンアート

体験
バルーンアート

体験

上手に

  作れる

    かな？

上手に

  作れる

    かな？

フラダンス

発表
フラダンス

発表

出店も

大盛況!出店も

大盛況!

ゆるキャラと

記念撮影ゆるキャラと

記念撮影

お茶を
一服

お茶を
一服

ママさん

ブラスバンドママさん

ブラスバンド

市民活動団体の会議などに使用できる活動室が
2室あります。使用には団体登録が必要で、予約
と使用料が必要です。同室内でマイクやデータ
プロジェクターなどの機材が無料で使えます。

2
当センターに登録している市民活動団
体の情報が閲覧できます。市民活動団
体や市内公共施設などのチラシやリー
フレットなどの持ち帰りができます。

3
市民活動のための印刷作業室があ
ります。印刷機、カラーコピー機、Ａ
0サイズ幅の大判印刷機が安価で
使えます。

4

市民活動の調べもの／作業用のパソ
コンが予約ナシ・無料で最大２時間ま
で使えます。パソコン使用は、本人確
認できるものの提示が必要です。

5
未就学児のためのプレイルーム／
バリアフリートイレ／授乳室があり
ます。

6
市民活動の資材などを保管するための
ロッカー、書類を受け取るためのメー
ルボックスがあります。使用には団体登
録が必要で、使用料がかかります。

7
越谷市内の観光物産に関する情報
誌などの持ち帰り、観光情報ＤＶＤ
の貸出しを行っています。観光用電
動自転車の貸出しも行っています。

8

越谷特別市民
ガーヤちゃん
越谷特別市民
ガーヤちゃん

カメライバー葱のテーマ曲を歌う
内 山  美 穂 さん

越谷葱☆非公認
カメライバー葱

カメライバー葱のテーマ曲を歌う
内 山  美 穂 さん

越谷葱☆非公認
カメライバー葱

東武スカイツリーラ
イン

越谷駅前越谷駅前
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出
版
社
：
有
斐
閣

著
者
：
岩
間

　伸
之

　
　
　原
田

　正
樹

中
央
図
書
室
よ
り
所
蔵
本
の
ご
案
内

中
央
図
書
室
よ
り
所
蔵
本
の
ご
案
内

地
域
福
祉
援
助
を
つ
か
む

出
版
社
：
合
同
出
版

編

　：
横
藤

　雅
人

　

著
者
：
北
海
道
生
活
科
・
総
合
的
な

　
　
　学
習
教
育
連
盟
ネ
ッ
ト
研
究
会

イ
ラ
ス
ト
版

か
ら
だ
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　
か
ら
だ
に
障
が
い
の
あ
る
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
、
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

望
ま
し
い
サ
ポ
ー
ト
の
基
本
を
身
に
つ
け
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
実
践
書
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
を
「
あ
の
ひ
と
は
障
が
い
者
だ
」
と
い

う
遠
い
見
方
で
見
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ひ
と
を
自
然
に

受
け
入
れ
、
と
も
に
生
き
る
仲
間
と
し
て
「
そ
の
ひ
と
が

望
ん
で
い
る
こ
と
」
を
助
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
健
常
者
と
障
が
い
者
と
が
、
と
も
に
学
び

合
い
、
は
げ
ま
し
合
っ
て
生
き
て
い
く
社
会
に
近
づ
く
た

め
に
、
今
、
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
に
お
け
る
福
祉
実
践
の
あ
り
方
を
示
し
た
理
論
と

実
践
の
概
説
書
で
す
。
地
域
に
お
い
て
生
活
の
し
づ
ら
さ

や
困
難
を
抱
え
る
方
を
、
専
門
職
と
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
協
働
し
て
支
え
、
地
域
福
祉
の
基
盤
を
つ
く
る

こ
と
が
、
個
を
地
域
で
支
え
る
援
助
に
循
環
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
２
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
Ⅰ
部
は
「
地
域
を
基
盤

と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
、
第
Ⅱ
部
は

「
地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
具

体
的
な
事
例
に
よ
っ
て
「
地
域
福
祉
援
助
」
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動

に
携
わ
る
方
に
役
立
つ
１
冊
で
す
。

　
今
回
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
み

て
、
最
初
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
不
安
や
心
配
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

市
民
の
方
々
と
会
話
し
た
り
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
、

自
然
に
地
元
を
大
切
に
し
て
い
る
気
持

ち
や
、
交
流
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
団
体

が
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
、
医
療
や
福
祉
、
子
ど
も
の
教
育
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
に
も
多
く
の
人

が
と
て
も
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ

て
、
知
ら
な
い
こ
と
も
一
緒
に
な
っ
て

教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
際
は
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
大
勢
参
加
し
て
い
た
の

で
、
少
し
の
間
で
し
た
が
、
一
緒
に
活

動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
は
、
多
く
の
団
体
が
一
斉

に
活
動
す
る
の
で
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
大

変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
反
面
達
成
感
も
あ
り
ま
し
た
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
、
記
事
の
取
材
・
編
集
、
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
交

流
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
色
々
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
た
と
き
に
生
か
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ち
は
素
晴
ら
し
い
力
を
持
っ
て
い
る
の

で
す
。
彼
ら
は
周
り
の
人
々
を
癒
し
、

生
き
る
勇
気
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
重
度
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
が
い

る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
の
中
で
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て

い
る
の
で
す
。

　
日
本
の
小
児
医
療
・
周
産
期
技
術
は

世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
す
。
医
療
の
進
歩

で
、
多
く
の
幼
い
命
が
救
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
人
工
呼
吸
器
、
経

管
栄
養
な
ど
医
療
的
ケ
ア
の
あ
る
子
が

近
年
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
重

度
障
が
い
の
子
を
地
域
で
支
え
る
仕
組

み
は
乏
し
く
、
家
族
に
大
き
な
負
担
が

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
事
業
所
も
、
重
症
心
身
障

が
い
児
の
母
2
人
と
の
出
会
い
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
一
人
の
お
母
さ
ん
は
、

重
度
障
が
い
の
子
が
通
う
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
探
し
、
も
う
一
人
の
お
母
さ
ん
は

自
宅
で
医
療
的
ケ
ア
を
支
え
て
く
れ
る

所
を
探
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
一
人
の
お
母

さ
ん
が
言
っ
た
「
子
ど
も
が
死
ん
だ
一

日
後
に
、
自
分
も
死
に
た
い
」
と
い
う

言
葉
は
、
今
ま
で
の
大
変
な
苦
労
と
、

重
度
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
未
来

が
見
え
な
い
不
安
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
重
症
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
日
中

の
時
間
に
、
お
母
さ
ん
は
働
き
始
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
医
療
的
ケ
ア

の
負
担
や
不
安
を
、
分
か
ち
合
い
支
援

し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と
が

安
心
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
24
時
間
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
や
身
体

介
護
と
い
う
負
担
を
、
家
族
が
身
を

削
っ
て
担
う
社
会
で
は
な
く
、
病
院
や

施
設
入
居
で
隔
離
す
る
の
で
は
な
く
。

地
域
の
中
で
重
度
障
が
い
児
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
事
が
で
き
る
社
会
を

創
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

インターン生
跡見学園女子大学　2年　斉藤　華

センターまつりにて職員（左）・ゆるキャラたちと

障がい者を特別視するの
ではなく、障がいのある
人もない人も誰もが個人
の尊厳が重んじられ、地
域の中で同じように生活
を営める社会が通常
（ノーマル）の社会であ
るとする考え方。

（出所：越谷市障がい者計画）

ノーマライゼーションとは

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

し
て
み
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

し
て
み
て

「
な
な
サ
ポ
」取
材
に
も

加
わ
り
ま
し
た
。

全
国
重
症
心
身
障
が
い
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
愛
名
古
屋
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
由
夫

コラム

の

者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
９
月
11
日
に
は
当
セ
ン
タ
ー

の
「
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
代
表
の
山
下
さ
ん
は
、
「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
叫
ば
れ
れ
ば
叫
ば
れ

る
ほ
ど
特
別
扱
い
さ
れ
て
し
ま
う
。
し

か
し
、
実
際
は
世
間
が
考
え
る
ほ
ど
特

別
な
こ
と
は
な
く
、
ど
ん
な
人
が
ど
こ

に
い
て
も
い
い
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に
特
別
な
こ
と
を
し
な

く
て
は
と
構
え
ず
に
、
そ
れ
を
自
然
と

当
た
り
前
に
す
る
こ
と
が
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
」
と
言
い
ま

す
。

　
障
が
い
者
と
し
て
で
は
な
く
、
人
と

し
て
色
々
な
場
面
で
出
会
っ
て
挨
拶
を

し
た
り
、
困
っ
て
い
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
一
緒
に
考
え
た
り
し
て
「
自
己

流
」
で
助
け
合
う
。
そ
の
場
を
共
有
す

る
こ
と
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。
声
を
か
け
会

話
を
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
は
も
う
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。

　
通
勤
や
通
学
で
車
椅
子
の
方
や
身
体

が
不
自
由
な
方
に
声
を
か
け
た
経
験
は

あ
り
ま
す
か
？
「
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
分
か
ら
な
い
」
「
自
分
が
声
を
か
け

る
と
反
対
に
迷
惑
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」
と
躊
躇
し
て
し
ま
う
と

い
う
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
害
者
の
職
場
参
加

を
す
す
め
る
会
」
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現
を
目
指
し
活

動
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
で
は
、
月
に

2
回
の
野
菜
や
古
本
の
販
売
、
コ
ピ
ー

機
の
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
の
方
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
革
細
工
な
ど
の
モ
ノ
作

り
、
曜
日
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
電
話
当

番
や
お
客
様
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

公
園
で
の
花
壇
の
整
備
作
業
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
商
店
街
に
飛
び
込
み
訪
問

を
し
、
職
場
体
験
を
お
願
い
し
て
雇
用

に
繋
げ
る
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
何
も
知
ら
な
い
方
が
事
務

所
に
訪
れ
た
際
に
自
分
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
生
活
を
し
て
い
る
か
、
団
体
内
で

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
か
を
伝
え

る
こ
と
が
活
動
の
中
心
部
分
で
す
。
こ

の
会
で
は
ほ
と
ん
ど
の
活
動
を
屋
外
で

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
障
が
い
が

あ
る
か
ら
と
内
に
引
き
込
も
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
外
へ
出
て
町
の
方
や

色
々
な
方
と
関
わ
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
障
が
い

どうしました、
お困りですか？

お
２
人
と
も
活
動
を
始
め
る
前
は
障
が

い
を
も
つ
子
ど
も
を
ほ
と
ん
ど
見
た
こ

と
が
な
く
、
そ
の
多
さ
に
驚
い
た
そ
う

で
す
。

　
同
団
体
の
活
動
を
知
り
訪
ね
て
く
る

人
の
多
く
は
、
病
院
か
ら
の
紹
介
や
問

い
合
わ
せ
を
の
ぞ
け
ば
口
コ
ミ
が
ほ
と

ん
ど
だ
そ
う
。
障
が
い
を
も
っ
て
い
る

子
ど
も
の
中
に
は
家
に
引
き
こ
も
っ
て

し
ま
う
子
ど
も
も
多
く
、
ま
た
、
親
が

隠
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

け
れ
ど
、
外
へ
出
て
人
と
接
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
松
實
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
取
材
の
際
に
、
何
人
か
の
子
ど
も
た

ち
の
例
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
最
初
は
な
か
な
か
話
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
子
が
話
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
医
師
か
ら

食
べ
る
こ
と
も
歩
く
こ
と
も
困
難
だ
と

言
わ
れ
て
い
た
子
が
不
得
手
で
は
あ
る

け
れ
ど
走
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
す
る
姿
を
近
く
で
見
て
き

て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
早
さ
に
驚

い
た
と
生
永
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
11
日
に
行
わ
れ
た
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
に
同
団
体
の
子
ど
も

た
ち
が
出
演
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
自
分
た
ち
の
団
体
の
中
だ
け
で
は

な
く
、
他
の
団
体
と
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
様
々
な
人
と
接
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
そ

う
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、

健
常
者
と
障
が
い
者
が
互
い
を
理
解
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　
も
と
も
と
は
障
が
い
児
童
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
同
団

体
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
生
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
、
現
在
は
多
岐
に

わ
た
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。〝
多

く
の
人
に
ち
ょ
っ
と
ず
つ
の
サ
ー
ビ
ス
〞

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
社
会
性
を
高

め
、
障
が
い
児
を
抱
え
る
家
庭
の
生
活

環
境
の
安
定
を
目
指
す
と
い
う
強
い
思

い
を
随
所
で
感
じ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に

よ
っ
て
、
同
年
4
月
1
日
よ
り
重
症
心

身
障
が
い
児
（
以
下
：
重
症
児
）
を
主

た
る
対
象
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
設
置
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
事
業
所
の
数
は
ま
だ
少

な
く
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
平

成
29
年
4
月
に
越
谷
で
重
症
児
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
設
す
る
『
特
定
非
営
利

活
動
法
人
　
合
』
の
代
表
松
實
宏
さ
ん

と
同
会
員
の
生
永
英
毅
さ
ん
に
、
日
頃

の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

　
重
症
児
と
は
、
重
度
の
肢
体
不
自
由

と
重
い
知
的
障
が
い
を
併
せ
持
っ
た
子

ど
も
で
す
。
重
度
重
複
の
障
が
い
状
態

を
指
し
ま
す(

重
症
心
身
障
が
い
児
と

い
う
医
学
的
診
断
名
は
な
く
、
児
童
福

祉
法
に
定
義
さ
れ
て
い
る
呼
び
方
で

す)

。
現
在
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
様
々
な
程
度
の
障
が
い
を
も
つ

子
ど
も
が
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
す

が
、
重
症
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
重
症
児

に
特
化
し
、
子
ど
も
た
ち
が
全
国
ど
の

地
域
で
も
普
通
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
で
も
め
ず
ら
し
い
重
症

児
専
門
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
設
す
る

松
實
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み

が
新
た
な
モ
デ
ル
と
な
り
、
市
内
に
同

じ
よ
う
な
事
業
所
が
増
え
て
い
け
ば
幸

い
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

　
も
と
も
と
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て

お
勤
め
さ
れ
て
い
た
お
２
人
。
通
勤
中

に
た
ま
た
ま
読
ん
で
い
た
新
聞
で
介
護

に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
知
識
を
深
め

る
中
で
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
状
況
を
知
り
、
自
分
に
も
何

か
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
こ

の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
松
實
さ
ん
。
以

前
は
子
ど
も
向
け
の
商
品
開
発
等
を
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
な
る
何
か
を
し
た
い
と
い
う
思
い

で
活
動
に
参
加
し
始
め
た
生
永
さ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

障
害
者
の

　
　
　
職
場
参
加
を
す
す
め
る
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

障
害
者
の

　
　
　
職
場
参
加
を
す
す
め
る
会

ん
も
「
こ
ど
も
の
こ
と
で
す
ご
く
困
っ

た
こ
と
が
あ
り
自
分
が
お
か
し
く
な
り

そ
う
な
時
、
会
に
来
て
『
う
ち
も
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
』
と
言
わ
れ
た

こ
と
で
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

が
で
き
た
。
み
ん
な
が
励
ま
し
、
い
つ

も
気
に
か
け
て
く
れ
る
温
か
い
会
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が
普
及
し
情
報
を
得
る

手
段
も
量
も
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
経
験
を
し
た
人
の
声
を
い
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
含
め
て
直
接
聞
く
こ

と
、
そ
し
て
、
縦
長
の
つ
な
が
り
を

し
ゃ
け
の
こ
い
く
ら
会
は
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　
し
ゃ
け
の
こ
い
く
ら
会
の
み
な
さ
ん

は
〝
特
別
な
権
利
〞
で
は
な
く
〝
理
解

と
配
慮
〞
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
の
だ

か
ら
や
っ
て
も
ら
っ
て
あ
た
り
ま
え
な

の
で
は
な
く
、
福
祉
が
充
実
し
て
サ
ー

ビ
ス
が
増
え
て
も
子
育
て
の
基
本
は
同

じ
で
、
家
の
中
で
身
に
付
け
る
生
活
習

慣
な
ど
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
障

が
い
を
も
つ
人
と
も
た
な
い
人
と
が
区

別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
平
等
に
生
活
す

る
社
会
を
実
現
さ
せ
る
考
え
方
」
で

す
。
し
ゃ
け
の
こ
い
く
ら
会
は
、
誰
も

が
そ
の
人
ら
し
く
、
１
人
の
市
民
と
し

て
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
街
に
な
る
こ
と
を
望
み
、
力
を
合
わ

せ
て
そ
の
実
現
を
目
指
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
『
し
ゃ
け
の
こ
い
く
ら
会
』
が
結
成

さ
れ
た
の
は
今
か
ら
16
年
前
の
こ
と
。

福
祉
の
複
合
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
市

へ
要
望
を
出
す
た
め
に
、
障
が
い
を
も

つ
子
ど
も
の
親
御
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
子
育
て

を
し
て
い
く
う
え
で
の
悩
み
や
今
後
の

活
動
等
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
す
る

月
例
会
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て
の
勉
強

会
、
会
員
の
親
睦
会
が
活
動
の
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
。
月
例
会
で
出
て
き
た

〝
今
何
が
知
り
た
い
か
、
自
分
た
ち
に

何
が
必
要
か
〞
を
学
ぶ
た
め
に
学
習
会

や
講
演
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
の
特
徴
は
年
齢
が
幅
広
く
縦
長
の

会
員
層
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
普
段
は

義
務
教
育
ま
で
を
〝
い
く
ら
班
〞
義
務

教
育
終
了
後
を
〝
し
ゃ
け
班
〞
と
２
班

に
わ
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
時

に
は
臨
機
応
変
に
合
同
で
活
動
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
取
材
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
会

員
の
み
な
さ
ん
が
と
て
も
仲
が
良
い
と

い
う
こ
と
。
み
な
さ
ん
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
を
育
て
る
の
は
初
め
て
で
す
。

ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
育
て

た
ら
い
い
の
か
悩
ん
だ
り
迷
っ
た
り
す

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
言
い
ま

す
。
し
か
し
、
会
に
来
れ
ば
気
楽
に
相

談
で
き
る
先
輩
マ
マ
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
我
が
子
に
は
何
が
合
っ
て
い
る
の

か
選
択
に
迷
っ
た
時
に
も
、
先
輩
マ
マ

の
経
験
に
基
づ
い
た
生
き
た
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
代
表
の
淵
本
さ

会
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

会
の
結
成
、現
在
の
活
動

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
思
う
こ
と

し
ゃ
け
の
こ
い
く
ら
会

し
ゃ
け
の
こ
い
く
ら
会

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

み
ん
な
が
安
心
し
て

生
活
を
お
く
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
を
目
指
し
て

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も

み
ん
な
が
安
心
し
て

生
活
を
お
く
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
を
目
指
し
て

重症児
デイサービス

今

お
２
人
が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

重
症
心
身
障
が
い
児

　  

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
設
へ

団
体
の
思
い

今
後
の
活
動

「世一緒」のみなさん

生活介護施設の外の自販機で補充の
お手伝いをしています

団体の事務所兼活動センター「世一緒」

ま
つ
み

い
き
な
が

思い思いに遊びながら交流もしています

大にぎわいの親睦会

子どもから大人まで一緒に交流しています
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越谷市市民活動支援センター利用案内とアクセスマップ

東武スカイツリーライン越谷駅下車 東口徒歩1分

平
成
２４
年
６
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
公
益
活
動
を

す
る
市
民
や
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

の
ど

活
動
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
で
す

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

越谷市市民活動支援センター

駐車場：東口駐車場（有料）・駐輪場：Aシティ地下（2時間迄無料）

〒343ｰ0816　埼玉県越谷市弥生町16ｰ1
越谷ツインシティBシティ4階、5階
市民活動支援センター TEL.０４８ー９６９ー２７５０ FAX.０４８ー９６９ー２７５１
観光・物産情報コーナー TEL.０４８ー９６９ー１８１９ FAX.０４８ー９６９ー２７５２
中 央 図 書 室 TEL.０４８ー９６９ー１８００
info＠koshigaya-activity-support.info
http://koshigaya-activity-support.info/
市民活動支援センター 午前９時～午後９時３０分
観光・物産情報コーナー 午前９時～午後９時３０分
中 央 図 書 室 午前９時３０分～午後９時３０分
市民活動支援センター １２月２９日～３１日、１月１日～３日
観光・物産情報コーナー １２月２９日～３１日、１月１日～３日
中 央 図 書 室 １２月２９日～３１日、１月１日～４日
※蔵書点検日、休室日別途あります。

所 在 地

電 話

E - m a i l
H P
利用時間

休 所 日

　施
設
・
事
務
所
に
「
な
な
サ
ポ
」
を

置
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か…

。

　年
３
回
発
行
、
本
紙
・
送
料
は
無

料
で
す
。
配
布
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
４
８
ー
９
６
９
ー
２
７
５
０

　本
紙
は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
登
録
団
体
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、編
集
・
発
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

交番

Aシティ

駐輪場入口

駐車場
出口
駐車場
出口

駐車場
出口
駐車場
出口

Bシティ

越 谷 駅
東口

北千住→←春日部 北千住→←春日部

駅前交通広場

越

場

口口

連絡
通路

越

4・5階
市民活動

支援センター

配
布
協
力
場
所

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
第
９
回
協
働
フ
ェ
ス
タ
」
と
「
越

谷
葱
王
国
」
の
記
事
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ
ま
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
活
動
団

体
の
活
動
内
容
を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
届
け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
文
字
数
の
中
で
、
ど
ち
ら
も

団
体
の
催
し
も
の
の
紹
介
に
留
ま
り
ま

し
た
が
、
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
市
民
活
動
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ツ

い
想
い
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
活
動
を
知

る
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　  

（
Ａ
Ｔ
）

◆
今
号
で
私
が
な
な
サ
ポ
制
作
に
関
わ

っ
た
の
は
３
号
目
に
な
り
ま
す
。
ど
の

号
を
作
る
際
に
も
様
々
な
山
場
が
あ
り
、

そ
の
度
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
一
つ
の
も

の
を
作
る
と
い
う
の
は
と
て
つ
も
な
い

量
の
体
力
や
精
神
力
な
ど
色
々
な
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
必
要
と
な
っ
た

力
の
分
だ
け
完
成
し
た
時
の
達
成
感
も

ひ
と
し
お
で
す
。
完
成
品
を
手
に
取
っ

た
時
の
感
動
は
な
な
サ
ポ
編
集
委
員
の

特
権
で
す
。
な
な
サ
ポ
は
い
つ
で
も
編

集
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
な
な
サ
ポ
を
作
る
喜
び
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
　  

（
Ａ
Ｂ
Ｅ
）

、

越谷市市民活動支援センター機関紙

発行元：越谷市市民活動支援センター　〒343ｰ0816  埼玉県越谷市弥生町16ー1 越谷ツインシティBシティ5階　　URL  http://koshigaya-activity-support.info/ 　

ななサ ホななサ ホ
越谷市市民活動支援センターでは7つのサポート（ななサポ）を行っています。

Vol.13
2016年 11月

活動の
拠点

観光・物産
情報の提供

文化の
向上

情報収集と
提供

学習の
支援

市民活動の
相談

交流の場

　FES
2017
　FES
2017
　FES
2017

古
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
浄
山
寺

の
地
蔵
菩
薩
像
も
こ
の
時
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
古
く
、
歴
史
あ
る
地
蔵
菩

薩
が
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
こ
と

は
、
と
て
も
誇
り
高
く
嬉
し
い
限
り

で
す
ね
。

　
越
谷
市
野
島
の
野
島
山
浄
山
寺
の

地
蔵
菩
薩
像
が
、
こ
と
し
８
月
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
23
年
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
地
蔵
菩
薩
像
の
両
脚
が
壊

れ
、
翌
24
年
の
解
体
修
理
の
際
に
専

門
家
の
調
査
が
行
わ
れ
、
平
安
時
代

初
期
に
作
ら
れ
た
県
内
最
古
の
木
彫

り
仏
像
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し

た
そ
う
で
す
。
菩
薩
像
の
御
開
帳

は
、
毎
年
２
月
24
日
と
８
月
24
日
の

午
前
6
時
〜
午
後
６
時
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
と
し
８
月
24
日
、
重

要
文
化
財
指
定
後
初
の
御
開
帳
を
迎

え
ま
し
た
。
地
蔵
菩
薩
の
周
り
に

は
、
強
化
ガ
ラ
ス
が
張
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
本
殿
の
壇
上
に
上
が
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
目
の
前
で
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
蔵
菩
薩
像
は
像
高
約
90
㎝

で
、
カ
ヤ
の
木
を
丸
ご
と
一
本
使
っ

て
彫
り
出
さ
れ
た
一
木
造
（
両
手

先
、
両
足
先
は
別
材
）
で
す
。
ま

た
、
地
蔵
像
の
背
中
に
は
長
方
形
の

穴
が
あ
り
、
修
理
の
記
録
が
書
か
れ

た
お
札
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
野
島
山
浄
山
寺
は
、
９
世
紀
半

ば
、
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
に
よ
っ
て

開
山
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
本
堂
は
文
久
２
年
に
焼

け
た
あ
と
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
か
ら
「
安
産
・
子
授
け
・
子
育

て
」
の
野
島
の
地
蔵
尊
と
し
て
知
ら

れ
、
江
戸
の
湯
島
天
神
で
御
開
帳
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
数
万
人
も
の
参
拝

客
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
本
堂
に
あ
る
奉
納

品
の
中
に
も
そ
の
当
時
の
も
の
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
京
都
・
太
秦
に
あ
る
広
隆
寺
講
堂

の
地
蔵
菩
薩
像
は
９
世
紀
前
半
に
彫

ら
れ
た
も
の
で
、
現
存
す
る
中
で
最
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観

報
情
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市
内
初
の
重
文
指
定

市
内
初
の
重
文
指
定

▲ご開帳の日の野島山浄山寺本堂

▲地蔵菩薩立像

次回の発行は2月末

市民活動団体用のミーティングテー
ブルが原則予約ナシ・無料で使えま
す。10人位までの小グループにご利
用いただけます。

1

第9回
協働フェスタ
第9回
協働フェスタ
第9回
協働フェスタ

平成29年1月２８日開
催

平成29年1月22日開
催

越 谷 葱 王 国
　煮てよし、焼いてよし、揚げてよし。どんな食
べ方でも美味しさを発揮する「越谷ねぎ」を
キーワードに越谷市を盛り上げようと、当セン
ター登録団体「越谷葱王国」が葱フェス２０１７を
開催します。
　２回目となる今回は、越谷ねぎの販売はもちろ
ん、カメライバー葱によるヒーローショーや、ね
ぎを使った料理の出店の他に、来場者から越谷
ねぎをＰＲする葱大使を選出するなど、ねぎ・ネ
ギ・葱と趣向を凝らしたイベントとなっていま
す。「子どもから大人までねぎを知らない人はい
ないし、様々な料理に応用が利く。出演者にも緑
のものを身に付けていただき、葱フェスをアピー
ルしたい。」と会員の川石さんは言います。
　「葱フェスをきっかけに越谷というまちを知っ
てほしい。」と話す小山代表の言葉には、市内の
商店・企業・団体の連携で、より越谷市を盛り上
げたいという熱い想いが込められています。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
」
が
９
月
11
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
５
回
目
の
今
年
は
市
民
活
動
団

体
や
企
業
な
ど
84
団
体
が
参
加
し
、
約

４
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
当
日
は

各
団
体
の
展
示
・
出
店
に
よ
り
活
動
内

容
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
越
谷
市
の
特
別
市
民

で
あ
る
「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ
ん
」
を
は
じ
め

と
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
達
も
登
場
し
会
場

を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
駅
前
で
は
道
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た

模
擬
店
に
多
く
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
な
か
な
か

地
域
の
活
動
を
知
る
機
会
が
無
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
」
「
皆
さ
ん
楽
し
く
活
動
し
て
い

る
姿
を
見
ま
し
た
。
初
め
て
来
ま
し
た

が
、
来
年
も
ま
た
来
た
い
。」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、
昨
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
多
く
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

や
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
、
太
鼓
演
奏
、
加

え
て
越
ヶ
谷
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、
今
年
の
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
は
「
若
い
力
・
地
域
の

力
」
と
「
市
民
活
動
団
体
」
が
一
体
と
な

っ
た
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
更
に
多
く
の
方
に
市
民
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

谷 純一
実行委員長

　実行委員長を引き受けて、数回の実行委員会のなかでお話しし
ましたことは、単にお祭りで終わる事のないようにとの思いの、
以下の３点でした。
① 越谷市市民活動支援センターは、他市町村とは違い市民の手で
 　つくられた事。
② それゆえ、市民にもっと知って頂き、利用度を高めたい。
③ 若い世代の参加を促し、市民活動の活性化をしたい。
　そのためには、多くの参加者が集う事が必須であり、支援セン
ターへの人の導引の計画が必要でありました。
　幸い朝方の雨模様から一転好天に恵まれ、多くの参加者が集
い、スタンプラリーからの支援センターへの参加が昨年より倍増
した結果に繋がりました。
　併せて若い世代のボランティア参加により活気ある、華やいだ
雰囲気になりました。
　これも一重に、高橋越谷市長様、越谷ツインシティ
大野光政代表取締役会長様、大野善典代表取締役社
長様、高藤矤管理組合理事長様等の関係者のご協力
の賜物と存じます。さらに各部門長及び各部門委員
と、事務局間の一糸乱れぬ連携体制が得られました
事が、成功裏に終えられました。本当に有難うござ
いました。

第5回「センターまつり」を終えて第5回「センターまつり」を終えて

Koshigaya葱Fes’2017
【時】平成２９年１月２２日（日）9時～１６時
【場所】越谷市役所東側葛西用水ウッドデッキ

協働フェスタ実行委員会
　まちづくりのあり方について考えようと第９回
協働フェスタが開催されます。市民活動団体の参
加はもちろん、行政や地域コミュニティ団体、企
業も一つの団体として参加します。
　９回目となる今回のテーマは『あなたが主役の
まちづくり』。前回好評だった越谷野菜をふんだ
んに使った「大きなお世話なべ」の販売をはじ
め、親子で楽しめる「きずなスタンプラリー」や、
越谷市出身タレントの小林香菜さんを招いての
地域情報番組の公開収録など、今までにない盛
りだくさんな企画となっています。
　実行委員長の得上さんは、「親子で楽しめる参
加型・体験型の協働フェスタとなっています。い
ろいろな方に来ていただき、皆さま一人一人が
まちづくりに参加していることに気が付いてほ
しい。」と話します。ぜひ、まちづくりの主役の一
人として、この祭典に参加してみてはいかがで
しょうか。

第９回協働フェスタ
【時】平成２９年１月２８日（土）９時３０分～１５時３０分
【場所】越谷市中央市民会館全館及び前庭
【問い合わせ】市民活動支援課℡０４８‐９６３‐９１５３

浄
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寺
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像
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寺
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アカペラ

発表
アカペラ

発表

バルーンアート

体験
バルーンアート

体験

上手に

  作れる

    かな？

上手に

  作れる

    かな？

フラダンス

発表
フラダンス

発表

出店も

大盛況!出店も

大盛況!

ゆるキャラと

記念撮影ゆるキャラと

記念撮影

お茶を
一服

お茶を
一服

ママさん

ブラスバンドママさん

ブラスバンド

市民活動団体の会議などに使用できる活動室が
2室あります。使用には団体登録が必要で、予約
と使用料が必要です。同室内でマイクやデータ
プロジェクターなどの機材が無料で使えます。

2
当センターに登録している市民活動団
体の情報が閲覧できます。市民活動団
体や市内公共施設などのチラシやリー
フレットなどの持ち帰りができます。

3
市民活動のための印刷作業室があ
ります。印刷機、カラーコピー機、Ａ
0サイズ幅の大判印刷機が安価で
使えます。

4

市民活動の調べもの／作業用のパソ
コンが予約ナシ・無料で最大２時間ま
で使えます。パソコン使用は、本人確
認できるものの提示が必要です。

5
未就学児のためのプレイルーム／
バリアフリートイレ／授乳室があり
ます。

6
市民活動の資材などを保管するための
ロッカー、書類を受け取るためのメー
ルボックスがあります。使用には団体登
録が必要で、使用料がかかります。

7
越谷市内の観光物産に関する情報
誌などの持ち帰り、観光情報ＤＶＤ
の貸出しを行っています。観光用電
動自転車の貸出しも行っています。

8

越谷特別市民
ガーヤちゃん
越谷特別市民
ガーヤちゃん

カメライバー葱のテーマ曲を歌う
内 山  美 穂 さん

越谷葱☆非公認
カメライバー葱

カメライバー葱のテーマ曲を歌う
内 山  美 穂 さん

越谷葱☆非公認
カメライバー葱

東武スカイツリーラ
イン

越谷駅前越谷駅前
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